
　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
十
日
ほ
ど

と
な
り
ま
し
た
。
今
学
期
は
若
鳩

祭
、
ミ
ニ
体
育
祭
を
始
め
、
部
活

動
の
各
種
大
会
へ
の
参
加
、
Ｓ
Ｓ

Ｈ
や
理
数
科
関
係
の
発
表
や
探
究

活
動
に
、
全
力
で
取
り
組
む
皆
さ

ん
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
一
方
で
、
思
う
よ
う
に

学
業
成
績
が
伸
び
ず
苦
し
ん
だ
人

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
三
年

生
で
も
、
希
望
が
か
な
っ
て
年
内

に
進
路
が
決
定
し
た
人
、
こ
れ
か

ら
本
格
的
な
受
験
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
る
人
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
で
年

末
を
過
ご
す
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
最
近
読
ん
だ
漫
画
『
チ
。
―

地
球
の
運
動
に
つ
い
て
―
』(

魚

豊)

と
い
う
作
品
の
中
に
、
心
を

動
か
さ
れ
る
言
葉
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

「
考
え
ろ
。
そ
の
為
に
文
字
を

学
べ
。
本
を
読
め
。
物
知
り
に
な

る
た
め
じ
ゃ
な
い
ぞ
。
「
考
え
る

為
」
だ
。
一
見
、
無
関
係
な
情
報

と
情
報
の
間
に
関
わ
り
を
見
つ
け

出
せ
。
た
だ
の
情
報
を
、
使
え
る

知
識
に
変
え
る
ん
だ
。
そ
の
過
程

に
知
性
が
宿
る
。
…
…
そ
れ
が
あ

れ
ば
、
留
ま
る
勇
気
と
踏
み
出
す

度
胸
が
得
ら
れ
る
」

　

こ
の
作
品
タ
イ
ト
ル
『
チ
。
』

に
は
三
つ
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
地
球
、

地
動
説
の
「
地
」
、
知
識
、
知

性
、
真
理
を
探
究
す
る
「
知
」
、

そ
し
て
知
識
や
信
念
を
つ
な
ぐ
た

め
に
流
さ
れ
た
「
血
」
で
す
。
舞

台
は
十
五
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
。

教
会
が
説
く
天
動
説
こ
そ
が
絶
対

的
な
真
理
で
あ
り
、
地
動
説
を
研

究
す
る
こ
と
は
異
端
と
さ
れ
、
命

を
危
険
に
さ
ら
す
行
為
で
し
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
登
場
人
物
た

ち
は
地
動
説
の
持
つ
数
学
的
な
美

し
さ
や
合
理
性
に
心
を
奪
わ
れ
、

苛
烈
な
拷
問
や
死
の
恐
怖
に
直
面

し
て
も
な
お
、
「
知
り
た
い
」
と

い
う
純
粋
な
情
熱
を
手
放
す
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
神
」
に
判
断

や
責
任
を
ゆ
だ
ね
る
の
で
は
な

く
、
た
と
え
命
と
引
き
換
え
に
し

て
も
、
自
分
の
頭
で
考
え
、
真
理

に
触
れ
る
瞬
間
の
感
動
を
切
実
に

求
め
る
そ
の
姿
に
は
圧
倒
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
唐
突
に
、
容
赦
な

く
、
理
不
尽
に
彼
ら
の
命
は
絶
た

れ
、
世
界
や
歴
史
が
変
わ
る
瞬
間

を
、
つ
い
に
誰
一
人
と
し
て
見
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
の
「
知
」
は
後
世
の
人
に
託
さ

れ
て
い
く
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
作
品
は
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
で
す
。
し
か
し
、
私
た

ち
は
地
学
、
あ
る
い
は
世
界
史
上

の
事
実
と
し
て
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
が

提
唱
し
た
「
地
動
説
」
を
知
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
「
知
」
は
、
決
し

て
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
一
人
が
生
み
出

し
た
も
の
で
は
な
く
、
無
数
の

人
々
が
数
百
年
を
か
け
て
コ
ペ
ル

ニ
ク
ス
ま
で
つ
な
い
で
き
た

「
知
」
、
時
に
は
「
血
」
の
集
積

の
上
に
あ
る
の
だ
と
気
づ
か
さ
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
一
五
四
三
年
に

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
が
提
唱
し
た

「
知
」
の
バ
ト
ン
が
ガ
リ
レ
オ
、

ケ
プ
ラ
ー
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
よ
っ

て
つ
な
が
れ
、
最
終
的
に
一
八
三

八
年
に
ベ
ッ
セ
ル
が
地
動
説
を
証

明
す
る
ま
で
、
実
に
三
百
年
が
か

か
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
た
め

息
が
出
ま
す
。
し
か
し
、
自
然
科

学
の
み
な
ら
ず
、
数
学
、
歴
史
、

文
学
、
芸
術
、
お
よ
そ
私
た
ち
が

今
学
ん
で
い
る
学
問
は
、
す
べ
て

先
人
た
ち
の
「
知
」
の
集
積
と
言

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
私
た
ち
は
誰
か
が
命
懸

け
で
つ
な
い
だ
「
知
」
の
バ
ト
ン

を
託
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
置
か
れ

た
立
場
で
そ
れ
を
後
世
に
つ
な
ぐ

役
割
を
負
わ
さ
れ
た
、
ピ
ー
ス
の

一
つ
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
で
し

ょ
う
か
。
「
考
え
る
為
に
学
べ
。

知
性
が
あ
れ
ば
留
ま
る
勇
気
と
踏

み
出
す
度
胸
が
得
ら
れ
る
」
。
こ

れ
は
正
解
な
き
時
代
を
生
き
る
私

た
ち
に
と
っ
て
も
、
心
に
響
く
言

葉
で
す
。

　

こ
こ
で
、
生
徒
の
皆
さ
ん
に
問

い
た
い
の
は
、
普
段
何
気
な
く
使

っ
て
い
る
「
目
標
」
と
「
目
的
」

の
違
い
で
す
。
「
三
か
月
以
内
に

五
キ
ロ
痩
せ
る
」
。
「
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
上
位
入
賞
す
る
」
。
「
教

師
に
な
る
」
。
こ
れ
ら
は
、
あ
な

た
に
と
っ
て
目
標
で
し
ょ
う
か
。

目
的
で
し
ょ
う
か
。
よ
く
似
た
言

葉
で
す
が
「
標
」
は
「
し
る

し
」
、
「
的
」
は
「
ま
と
」
と
読

み
ま
す
。
つ
ま
り
、
目
的
と
は
何

の
た
め
に
生
き
る
の
か
、
ど
ん
な

生
き
方
を
し
た
い
か
と
い
う
理
想

の
姿
。
目
標
と
は
そ
の
理
想
に
近

づ
い
て
い
る
か
を
測
る
目
印
と
言

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

で
は
、
「
〇
〇
大
学
に
入
る
こ

と
」
は
あ
な
た
に
と
っ
て
、
目
標

で
す
か
。
そ
れ
と
も
目
的
で
す

か
。
志
望
す
る
大
学
に
合
格
し
た

か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
は
ゴ
ー
ル

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
何
を

学
び
、
最
終
的
に
ど
ん
な
生
き
方

を
し
た
い
の
か
。
「
知
」
は
受
験

を
勝
ち
抜
く
た
め
の
方
便
で
は
な

く
、
留
ま
る
勇
気
と
踏
み
出
す
度

胸
を
得
る
た
め
の
力
で
す
。
小
津

の
生
徒
に
は
、
自
分
が
幸
せ
に
な

る
だ
け
で
は
な
く
、
学
び
続
け
、

周
囲
の
人
や
社
会
を
幸
せ
に
で
き

る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
う
願

っ
て
い
ま
す
。

　

三
学
期
に
は
、
ス
キ
ー
研
修
や

錬
歩
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
三

年
生
は
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
を

経
て
、
各
大
学
の
二
次
試
験
に
臨

む
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
最
後

ま
で
自
分
を
信
じ
て
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。
心
か
ら
健
闘
を
祈
っ
て

い
ま
す
。

教
頭
　　
山
　　﨑
　　早
　　智

⑴ 令和７年１２月１８日 第１１１号高知小津高校通信

第１１１号若鳩

・二学期を振り返って

・活躍の記録

・後期生徒会執行部
　役員決定

・読み聞かせ実習

・カウンセラー便り

・ミニ体育祭

・若鳩祭

・ＳＳＨ活動状況報告

・ＰＴＡの活動報告

・進路指導部より

など

http://www.kochinet.ed.jp/ozu-h/



団
体
表
彰

◆
第
69
回
日
本
学
生
科
学
賞
高

　

知
県
審
査
委
員
会

　

最
優
秀
賞

山
本　

愛
莉
（
３

－

７
Ｈ
）

岡
村　

來
波
（
２

－

１
Ｈ
）

尾
﨑　

璃
子
（
２

－

１
Ｈ
）

中
久
保
慶
多
（
２

－

７
Ｈ
）

個
人
表
彰

◆
令
和
７
年
度
高
知
県
高
等
学

　

校
総
合
文
化
祭

　

第
９
回
自
然
科
学
部
門
発
表
会

○
物
理
部
門

　

優
秀
賞

　

尾
﨑　

璃
子
（
２

－

１
Ｈ
）

 【
書
道
部
】

◆
第
59
回
高
野
山
競
書
大
会

　

管
長
賞

福
島　

彩
乃
（
２

－

２
Ｈ
）

　

毎
日
新
聞
社
賞

𡧃
根　

瑞
希
（
３

－

６
Ｈ
）

　

審
査
委
員
長
賞

池
澤　

柚
月
（
３

－
２
Ｈ
）

　

岸
田　

さ
ら
（
２

－

５
Ｈ
）

　

高
野
山
書
道
協
会
賞

　

渡
邊　

彩
巴
（
３

－

５
Ｈ
）

　

推
薦

　

宇
田　

陽
香
（
１

－

３
Ｈ
）

山
地　

沙
和
（
１

－

３
Ｈ
）

保
科　

結
乃
（
１

－

４
Ｈ
）

今
橋　

美
紅
（
１

－

５
Ｈ
）

大
川　

琉
子
（
１

－

５
Ｈ
）

◆
第
54
回
全
国
高
校
書
道
展

　

特
選𡧃

根　

瑞
希
（
３

－

６
Ｈ
）

宇
田　

陽
香
（
１

－

３
Ｈ
）

　

準
特
選

渡
邊　

彩
巴
（
３

－

５
Ｈ
）

　

福
島　

彩
乃
（
２

－

２
Ｈ
）

　

岸
田　

さ
ら
（
２

－

５
Ｈ
）

　

山
地　

沙
和
（
１

－

３
Ｈ
）

　

保
科　

結
乃
（
１

－

４
Ｈ
）

　

今
橋　

美
紅
（
１

－

５
Ｈ
）

　

大
川　

琉
子
（
１

－

５
Ｈ
）

◆
第
26
回
高
校
生
国
際
美
術
展

○
書
の
部

　

奨
励
賞

　

𡧃
根　

瑞
希
（
３

－
６
Ｈ
）

　

佳
作

　

渡
邊　

彩
巴
（
３

－

５
Ｈ
）

　

福
島　

彩
乃
（
２

－

２
Ｈ
）

　

岸
田　

さ
ら
（
２

－

５
Ｈ
）

　

眞
城　
　

花
（
１

－

２
Ｈ
）

　

宇
田　

陽
香
（
１

－

３
Ｈ
）

　

影
山　

結
美
（
１

－

３
Ｈ
）

　

今
橋　

美
紅
（
１

－

５
Ｈ
）

　

大
川　

琉
子
（
１

－

５
Ｈ
）

◆
第
22
回
安
芸
全
国
書
展
高
校

　

生
大
会

　

審
査
員
特
別
賞

　

池
澤　

柚
月
（
３

－

２
Ｈ
）

　

優
秀
賞

　

渡
邊　

彩
巴
（
３

－

５
Ｈ
）

　

入
選

　

𡧃
根　

瑞
希
（
３

－

６
Ｈ
）

　

福
島　

彩
乃
（
２

－

２
Ｈ
）

　

宇
田　

陽
香
（
１

－

３
Ｈ
）

　

大
川　

琉
子
（
１

－

５
Ｈ
）

◆
第
49
回
全
国
高
等
学
校
総
合

　

文
化
祭(

香
川
大
会)

書
道
部
門

　

出
場

　

渡
邊　

彩
巴
（
３

－

５
Ｈ
）

　

𡧃
根　

瑞
希
（
３

－

６
Ｈ
）

◆
第
20
回
全
国
高
校
生<

書
道>

　

Ｓ

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ

○
臨
書
の
部

　

準
グ
ラ
ン
プ
リ

　

福
島　

彩
乃
（
２

－

２
Ｈ
）

　

岸
田　

さ
ら
（
２

－

５
Ｈ
）

　

ま
ほ
ろ
ば
賞

　

大
川　

琉
子
（
１

－

５
Ｈ
）

◆
第
36
回
中
岡
迂
山
記
念
全
国

　

書
展

　

北
川
村
教
育
長
賞

　

渡
邊　

彩
巴
（
３

－

５
Ｈ
）

　

迂
山
奨
励
賞

　

𡧃
根　

瑞
希
（
３

－

６
Ｈ
）

　

岸
田　

さ
ら
（
２

－

５
Ｈ
）

　

宇
田　

陽
香
（
１

－

３
Ｈ
）

　

褒
状

　

大
川　

琉
子
（
１

－

５
Ｈ
）

◆
第
34
回
国
際
高
校
生
選
抜
書
展

　

入
選

　

池
澤　

柚
月
（
３

－

２
Ｈ
）

　

𡧃
根　

瑞
希
（
３

－

６
Ｈ
）

　

岸
田　

さ
ら
（
２

－

５
Ｈ
）

　

宇
田　

陽
香
（
１

－

３
Ｈ
）

 【
美
術
部
】

◆
第
79
回
高
知
県
美
術
展
覧
会

○
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

　

入
選

　

加
納　

杏
華
（
２

－

１
Ｈ
）

 【
吹
奏
楽
部
】

◆
第
49
回
全
国
高
等
学
校
総
合

　

文
化
祭(

香
川
大
会)

吹
奏
楽

　

部
門

　

出
場

　

佃　
　

健
司
（
３

－

６
Ｈ
）

　

西
山　
　

敦
（
３

－

６
Ｈ
）

　

山
本　

愛
莉
（
３

－

７
Ｈ
）

　

宮
原　

初
唯
（
２

－

２
Ｈ
）

　

実
藤　

暖
佳
（
２

－

４
Ｈ
）

◆
令
和
７
年
度
高
知
県
吹
奏
楽

　

コ
ン
ク
ー
ル

○
高
等
学
校
Ａ
部
門

　

銀
賞

　

小
川　
　

花
（
３

－

１
Ｈ
）

　

山
下　

倖
明
（
３

－

２
Ｈ
）

　

森
澤　

亜
衣
（
３

－

４
Ｈ
）

　

川
﨑
な
つ
み
（
３

－

６
Ｈ
）

　

西
山　
　

敦
（
３

－

６
Ｈ
）

　

山
本　

愛
莉
（
３

－

７
Ｈ
）

　

大
川　

彩
心
（
２

－

２
Ｈ
）

　

城
寶
明
日
香
（
２

－

２
Ｈ
）

　

松
繁
菜
々
子
（
２

－

２
Ｈ
）

　

公
文　
　

凛
（
２

－

３
Ｈ
）

　

岡
田　
　

礼
（
２

－

４
Ｈ
）

　

実
藤　

暖
佳
（
２

－

４
Ｈ
）

　

田
中　

寛
太
（
２

－

４
Ｈ
）

　

濵
田
こ
と
み
（
２

－

５
Ｈ
）

　

立
仙　

愛
依
（
２

－

６
Ｈ
）

中
野　

恵
美
（
１

－

１
Ｈ
）

　

山
中　

彩
菜
（
１

－

１
Ｈ
）

　

北
川
真
梨
弥
（
１

－

２
Ｈ
）

　

中
川　

愛
梨
（
１

－

２
Ｈ
）

　

松
﨑　

奏
流
（
１

－

２
Ｈ
）

　

井
上　

沙
耶
（
１

－

３
Ｈ
）

　

井
村　

柚
葉
（
１

－

３
Ｈ
）

　

小
笠
原　

柚
（
１

－

３
Ｈ
）

清
本　
　

凜
（
１

－

３
Ｈ
）

　

山
本　

真
菜
（
１

－

３
Ｈ
）

　

川
﨑
陽
菜
穂
（
１

－

４
Ｈ
）

　

三
好　

琴
音
（
１

－

４
Ｈ
）

　

小
松　

美
月
（
１

－

５
Ｈ
）

　

窪
田　

宗
介
（
１

－

６
Ｈ
）

　

福
井　

愛
子
（
１

－

６
Ｈ
）

　

山
本　

夏
実
（
１

－

６
Ｈ
）

　

石
黒　

心
菜
（
１

－

６
Ｈ
）

　

森
岡　

綾
子
（
１

－

６
Ｈ
）

　

小
松　

姫
愛
（
１

－

７
Ｈ
）

真
城　

結
衣
（
１

－

７
Ｈ
）

 【
放
送
部
】

◆
第
72
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校

　

放
送
コ
ン
テ
ス
ト

○
朗
読
部
門

　

出
場

　

山
本　

莉
緒
（
３

－

５
Ｈ
）

 【
将
棋
囲
碁
部
】

◆
第
49
回
全
国
高
等
学
校
総
合

　

文
化
祭(

香
川
大
会)

将
棋
部
門

○
男
子
個
人
戦

　

出
場

　

西
岡　

由
乃
（
３

－

４
Ｈ
）

◆
第
38
回
全
国
高
等
学
校
将
棋

　

竜
王
戦
高
知
県
予
選

　

第
１
位

　

岩
﨑
十
二
郎
（
１

－

５
Ｈ
）

◆
第
38
回
全
国
高
等
学
校
将
棋

　

竜
王
戦

　

出
場

　

岩
﨑
十
二
郎
（
１

－

５
Ｈ
）

 【
演
劇
部
】

◆
第
75
回
高
知
県
高
等
学
校
演

　

劇
コ
ン
ク
ー
ル

　

優
秀
賞

　

藤
川　

彩
楓
（
２

－

１
Ｈ
）

　

𠮷
岡　
　

翠
（
２

－

１
Ｈ
）

　

門
𦚰 

 

大
輝
（
２

－

２
Ｈ
）

　

高
橋
く
る
み
（
２

－

３
Ｈ
）

令和７年１２月１８日 第１１１号　⑵高知小津高校通信



　

田
村　

朱
麗
（
２

－

３
Ｈ
）

　

東　
　

あ
き
（
２

－

４
Ｈ
）

　

西
村　

ち
な
（
１

－

２
Ｈ
）

　

山
諸　

天
地
（
１

－

７
Ｈ
）

 【
卓
球
部
】

◆
第
78
回
四
国
高
等
学
校
卓
球

　

選
手
権
大
会

○
男
子
団
体

　

出
場

　

大
友
銀
次
郎
（
３

－

１
Ｈ
）

　

筒
井　

秀
貴
（
３

－

３
Ｈ
）

　

清
岡　

和
樹
（
３

－

４
Ｈ
）

　

的
場　

遼
斗
（
３

－

４
Ｈ
）

　

黒
原　

伊
吹
（
２

－

１
Ｈ
）

　

濵
田　

隼
矢
（
２

－

２
Ｈ
）

　

奥
野　
　

翔
（
１

－

２
Ｈ
）

○
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　

出
場

　

的
場　

遼
斗
（
３

－

４
Ｈ
）

　

濵
田　

隼
矢
（
２

－

２
Ｈ
）

○
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

出
場

　

清
岡　

和
樹
（
３

－

４
Ｈ
）

　

的
場　

遼
斗
（
３

－

４
Ｈ
）

　

黒
原　

伊
吹
（
２

－

１
Ｈ
）

　

濵
田　

隼
矢
（
２

－

２
Ｈ
）

　

奥
野　
　

翔
（
１

－

２
Ｈ
）

○
女
子
団
体

　

出
場

　

川
村　

思
舞
（
３

－
３
Ｈ
）

　

岩
本　

瑠
梛
（
３

－
７
Ｈ
）

　

下
元　

千
夏
（
２

－

３
Ｈ
）

　

西
田　

瑶
來
（
２

－

４
Ｈ
）

　

島
﨑　
　

歩
（
１

－

４
Ｈ
）

　

小
原　

彩
羽
（
１

－

５
Ｈ
）

　

逢
坂　

穂
花
（
１

－

７
Ｈ
）

◆
令
和
７
年
度
高
知
県
高
等
学

　

校
夏
季
卓
球
大
会

○
男
子
団
体

　

第
２
位

　

濵
田　

隼
矢
（
２

－

２
Ｈ
）

　

井
上　

晴
斗
（
２

－

４
Ｈ
）

　

長
井　

大
和
（
２

－

４
Ｈ
）

　

奥
野　
　

翔
（
１

－

２
Ｈ
）

　

森　
　

遼
（
１

－

２
Ｈ
）

○
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　

ベ
ス
ト
８

　

濵
田　

隼
矢
（
２

－

２
Ｈ
）

　

奥
野　
　

翔
（
１

－

２
Ｈ
）

○
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

ベ
ス
ト
８

　

濵
田　

隼
矢
（
２

－

２
Ｈ
）

　

奥
野　
　

翔
（
１

－

２
Ｈ
）

○
女
子
団
体

　

第
３
位

　

下
元　

千
夏
（
２

－

３
Ｈ
）

　

西
田　

瑶
來
（
２

－

４
Ｈ
）

　

島
﨑　
　

歩
（
１

－
４
Ｈ
）

　

小
原　

彩
羽
（
１

－
５
Ｈ
）

　

逢
坂　

穂
花
（
１

－
７
Ｈ
）

◆
令
和
７
年
度
高
知
県
高
等
学

　

校
秋
季
卓
球
選
手
権
大
会

○
男
子
団
体

　

第
２
位

　

黒
原　

伊
吹
（
２

－

１
Ｈ
）

　

田
上　
　

輝
（
２

－

２
Ｈ
）

　

濵
田　

隼
矢
（
２

－

２
Ｈ
）

　

井
上　

晴
斗
（
２

－

４
Ｈ
）

　

水
谷　
　

薫
（
１

－

１
Ｈ
）

　

奥
野　
　

翔
（
１

－

２
Ｈ
）

　
　

森　
　

遼
（
１

－

２
Ｈ
）

★
四
国
卓
球
選
手
権
大
会
団
体

　

戦
へ
の
出
場
権
獲
得

○
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

ベ
ス
ト
８

　

水
谷　
　

薫
（
１

－

１
Ｈ
）

○
女
子
団
体

　

第
３
位

　

下
元　

千
夏
（
２

－

３
Ｈ
）

　

西
田　

瑶
來
（
２

－

４
Ｈ
）

　

島
﨑　
　

歩
（
１

－

４
Ｈ
）

　

小
原　

彩
羽
（
１

－

５
Ｈ
）

　

逢
坂　

穂
花
（
１

－

７
Ｈ
）

★
四
国
卓
球
選
手
権
大
会
団
体

　

戦
へ
の
出
場
権
獲
得

◆
四
国
卓
球
選
手
権
大
会(

ジ
ュ

　

ニ
ア
の
部)

県
予
選
会

○
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

ベ
ス
ト
８

　

濵
田　

隼
矢
（
２

－

２
Ｈ
）

　

井
上　

晴
斗
（
２

－

４
Ｈ
）

　

奥
野　
　

翔
（
１

－

２
Ｈ
）

　

ベ
ス
ト
16

　

水
谷　
　

薫
（
１

－

１
Ｈ
）

★
四
国
卓
球
選
手
権
大
会
個
人

　

戦
へ
の
出
場
権
獲
得

◆
四
国
卓
球
選
手
権
大
会(

一
般

　

の
部)

県
予
選
会

○
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

第
７
位

　

小
原　

彩
羽
（
１

－

５
Ｈ
）

　

第
８
位

　

西
田　

瑶
來
（
２

－

４
Ｈ
）

　

第
10
位

　

下
元　

千
夏
（
２

－

３
Ｈ
）

★
四
国
卓
球
選
手
権
大
会
個
人

　

戦
へ
の
出
場
権
獲
得

◆
令
和
７
年
度
高
知
県
高
等
学

　

校
冬
季
卓
球
選
手
権
大
会

　

(

新
人
戦)

○
男
子
団
体

　

第
２
位

　

黒
原　

伊
吹
（
２

－

１
Ｈ
）

　

田
上　
　

輝
（
２

－

２
Ｈ
）

　

濵
田　

隼
矢
（
２

－

２
Ｈ
）

　

井
上　

晴
斗
（
２

－

４
Ｈ
）

　

奥
野　
　

翔
（
１

－

２
Ｈ
）

　

谷
岡　

優
太
（
１

－

２
Ｈ
）

　
　

森　
　

遼
（
１

－

２
Ｈ
）

★
全
国
選
抜
大
会
四
国
地
区
予

　

選
会
へ
の
出
場
権
獲
得

○
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　

ベ
ス
ト
８

　

濵
田　

隼
矢
（
２

－

２
Ｈ
）

　

奥
野　
　

翔
（
１

－

２
Ｈ
）

　

井
上　

晴
斗
（
２

－

４
Ｈ
）

　

水
谷　
　

薫
（
１

－

１
Ｈ
）

○
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

ベ
ス
ト
８

　

黒
原　

伊
吹
（
２

－

１
Ｈ
）

　

濵
田　

隼
矢
（
２

－

２
Ｈ
）

○
女
子
団
体

　

第
３
位

　

下
元　

千
夏
（
２

－

３
Ｈ
）

　

西
田　

瑶
來
（
２

－

４
Ｈ
）

　

島
﨑　
　

歩
（
１

－

４
Ｈ
）

　

小
原　

彩
羽
（
１

－

５
Ｈ
）

　

逢
坂　

穂
花
（
１

－

７
Ｈ
）

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　

ベ
ス
ト
８

　

下
元　

千
夏
（
２

－

３
Ｈ
）

　

西
田　

瑶
來
（
２

－

４
Ｈ
）

 【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】

◆
令
和
７
年
度
高
知
県
高
等
学

　

校
夏
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手

　

権
大
会

○
女
子
団
体

　

ベ
ス
ト
８

　

細
川　

栞
那
（
２

－

５
Ｈ
）

　

南　
　

嘉
乃
（
２

－

５
Ｈ
）

　

臼
井　

皐
月
（
１

－

４
Ｈ
）

　

岡　
　

七
星
（
１

－

５
Ｈ
）

　

泉　
　

翔
子
（
１

－

１
Ｈ
）

　

弘
石　

愛
友
（
１

－

１
Ｈ
）

　

土
居　

美
月
（
１

－

５
Ｈ
）

　

西
村　

新
菜
（
１

－

５
Ｈ
）

◆
令
和
７
年
度
高
知
県
高
等
学

　

校
夏
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手

　

権
大
会

○
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

ベ
ス
ト
８

　

橋
田　

航
典
（
２

－

３
Ｈ
）

 【
サ
ッ
カ
ー
部
】

◆
第
46
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
サ
ッ
カ

　

ー
競
技

○
少
年
男
子
の
部

　

準
優
勝(

全
国
大
会
出
場)

★

　

大
川　

哲
平
（
２

－

６
Ｈ
）

　

山
本　

里
太
（
１

－

１
Ｈ
）

　

井
上
翔
珠
人
（
１

－

３
Ｈ
）

　

濱
田　

愛
大
（
１

－

３
Ｈ
）

　

笹
原　

漣
斗
（
１

－

６
Ｈ
）

◆
第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

サ
ッ
カ
ー
競
技

○
少
年
男
子
の
部

　

出
場

　

大
川　

哲
平
（
２

－

６
Ｈ
）

　

山
本　

里
太
（
１

－

１
Ｈ
）

　

井
上
翔
珠
人
（
１

－

３
Ｈ
）
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濱
田　

愛
大
（
１

－

３
Ｈ
）

　

笹
原　

漣
斗
（
１

－

６
Ｈ
）

◆
令
和
７
年
度
高
知
県
高
等
学

　

校
サ
ッ
カ
ー
秋
季
大
会 

兼 

　

第
１
０
４
回
全
国
高
校
サ
ッ

　

カ
ー
選
手
権
大
会

○
高
知
県
大
会

　

ベ
ス
ト
８

 【
陸
上
競
技
部
】

◆
令
和
７
年
度
全
国
高
等
学
校

　

総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技
の
部

○
女
子
５
０
０
０
ｍ
Ｗ

　

出
場

　

川
上　

栞
奈
（
３

－

２
Ｈ
）

○
男
子
１
０
０
ｍ

　

出
場

　

宗
石　

直
樹
（
３

－

６
Ｈ
）

○
男
子
２
０
０
ｍ

　

出
場

　

宗
石　

直
樹
（
３

－

６
Ｈ
）

◆
第
55
回
高
知
県
高
等
学
校
新

　

人
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

○
男
子
４
０
０
ｍ

　

第
６
位

　

近
藤　

永
騎
（
２

－

４
Ｈ
）

○
女
子
２
０
０
ｍ

　

第
６
位

　

山
中
歩
乃
花
（
２

－
３
Ｈ
）

○
女
子
４
０
０
ｍ

　

第
５
位

　

芝　
　

彩
芭
（
２

－

５
Ｈ
）

○
女
子
８
０
０
ｍ

　

第
１
位

　

吉
良　

環
那
（
１

－

５
Ｈ
）

○
女
子
１
５
０
０
ｍ

　

第
２
位

　

吉
良　

環
那
（
１

－

５
Ｈ
）

○
女
子
４
０
０
ｍ
Ｈ

　

第
２
位

　

博
田　

愛
笑
（
２

－

５
Ｈ
）

○
女
子
５
０
０
０
ｍ
Ｗ

　

第
４
位

　

武
内　

望
央
（
１

－

３
Ｈ
）

○
女
子
４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ

　

第
３
位

　

山
中
歩
乃
花
（
２

－

３
Ｈ
）

　

芝　
　

彩
芭
（
２

－

５
Ｈ
）

　

博
田　

愛
笑
（
２

－

５
Ｈ
）

　

橋
本
七
愛
音
（
１

－

４
Ｈ
）

○
女
子
砲
丸
投

　

第
７
位

　

橋
本
七
愛
音
（
１

－

４
Ｈ
）

○
女
子
や
り
投

　

第
１
位

　

松
本　

海
風
（
２

－

７
Ｈ
）

　

第
３
位

　

野
中　

心
結
（
２

－
４
Ｈ
）

　

第
４
位

　

中
越
萌
々
香
（
２

－

３
Ｈ
）

◆
第
38
回
春
野
オ
ー
プ
ン
陸
上

　

競
技
大
会

○
一
般
男
子
４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ

　

第
５
位

　

近
藤　

永
騎
（
２

－

４
Ｈ
）

　

大
原　

郁
人
（
２

－

５
Ｈ
）

　

濵
田　

士
龍
（
２

－

６
Ｈ
）

　

濱
口　
　

隼
（
１

－

３
Ｈ
）

○
一
般
女
子
３
０
０
０
ｍ

　

第
７
位

　

河
合　

花
梨
（
３

－

１
Ｈ
）

○
一
般
女
子
４
０
０
ｍ
Ｈ

　

第
１
位

　

博
田　

愛
笑
（
２

－

５
Ｈ
）

○
一
般
女
子
４
×
４
０
０
ｍ
Ｒ

　

第
２
位

　

芝　
　

彩
芭
（
２

－

５
Ｈ
）

　

博
田　

愛
笑
（
２

－

５
Ｈ
）

　

橋
本
七
愛
音
（
１

－

４
Ｈ
）

　

吉
良　

環
那
（
１

－

５
Ｈ
）

○
一
般
女
子
砲
丸
投

　

第
７
位

　

佐
竹　

心
和
（
１

－

５
Ｈ
）

○
一
般
女
子
や
り
投

　

第
１
位

　

松
本　

海
風
（
２

－
７
Ｈ
）

　

第
５
位

　

野
中　

心
結
（
２

－

４
Ｈ
）

　

第
８
位

　

中
越
萌
々
香
（
２

－

３
Ｈ
）

◆
第
27
回
四
国
高
等
学
校
新
人

　

陸
上
競
技
選
手
権
大
会

○
女
子
８
０
０
ｍ

　

第
４
位

　

吉
良　

環
那
（
１

－

５
Ｈ
）

○
女
子
１
５
０
０
ｍ

　

第
５
位

　

吉
良　

環
那
（
１

－

５
Ｈ
）

○
女
子
や
り
投

　

第
３
位

　

松
本　

海
風
（
２

－

７
Ｈ
）

◆
第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

陸
上
競
技

○
男
子
少
年
Ａ
１
０
０
ｍ

　

出
場

　

宗
石　

直
樹
（
３

－

６
Ｈ
）

◆
第
37
回
全
国
高
等
学
校
女
子

　

駅
伝
競
走
大
会
高
知
県
予
選
会

　

第
３
位

　

河
合　

花
梨
（
３

－

１
Ｈ
）

　

近
藤　

瑠
愛
（
２

－

５
Ｈ
）

　

武
内　

望
央
（
１

－

３
Ｈ
）

　

橋
本
七
愛
音
（
１

－

４
Ｈ
）

　

吉
良　

環
那
（
１

－

５
Ｈ
）

 【
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】

◆
令
和
７
年
度
高
知
県
高
等
学

　

校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
秋
季
大
会

○
男
子
団
体
戦

　

第
３
位

　

池　
　

湊
人
（
２

－

３
Ｈ
）

　

佐
竹　

雄
心
（
２

－

４
Ｈ
）

　

矢
野
琳
太
郎
（
２

－

４
Ｈ
）

　

井
上　
　

碧
（
２

－

５
Ｈ
）

　

藤
戸　

悠
光
（
１

－

４
Ｈ
）

　

橋
本　

悠
史
（
１

－

６
Ｈ
）

　

宮
本　

拓
歩
（
１

－

６
Ｈ
）

◆
令
和
７
年
度
高
知
県
高
等
学

　

校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
冬
季
大
会

○
男
子
団
体
戦

　

第
３
位

　

池　
　

湊
人
（
２

－

３
Ｈ
）

　

佐
竹　

雄
心
（
２

－

４
Ｈ
）

　

矢
野
琳
太
郎
（
２

－

４
Ｈ
）

　

井
上　
　

碧
（
２

－

５
Ｈ
）

　

岡
林　
　

空
（
１

－

１
Ｈ
）

　

藤
戸　

悠
光
（
１

－

４
Ｈ
）

　

橋
本　

悠
史
（
１

－

６
Ｈ
）

　

宮
本　

拓
歩
（
１

－

６
Ｈ
）

 【
男
子
弓
道
部
】

◆
令
和
７
年
度
高
知
県
高
等
学

　

校
弓
道
夏
季
選
手
権
大
会

○
男
子
個
人

　

第
５
位

　

佐
川　

大
和
（
１

－

２
Ｈ
）

○
男
子
団
体

　

第
５
位

　

高
橋　

太
寿
（
２

－

３
Ｈ
）

　

中
西　

悠
太
（
２

－

３
Ｈ
）

　

石
原　
　

匠
（
２

－

６
Ｈ
）

　

石
川　

千
裕
（
２

－

７
Ｈ
）

　

恒
石　

岳
玖
（
２

－

７
Ｈ
）

　

中
川
創
太
郎
（
２

－

７
Ｈ
）

　

佐
川　

大
和
（
１

－

２
Ｈ
）

◆
第
46
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
弓
道
競
技

○
少
年
男
子

　

第
２
位

　

川
原　

孝
誠
（
３

－

７
Ｈ
）

◆
令
和
７
年
度
高
知
県
高
等
学

　

校
弓
道
秋
季
選
手
権
大
会

○
男
子
個
人
１
年
生
の
部

　

第
４
位

　

佐
川　

大
和
（
１

－

２
Ｈ
）

○
男
子
団
体

　

第
６
位

　

石
原　
　

匠
（
２

－

６
Ｈ
）

　

佐
川　

大
和
（
１

－

２
Ｈ
）

　

宮
本
進
之
介
（
１

－

２
Ｈ
）

　

北
川
蒼
一
郎
（
１

－

３
Ｈ
）

　

中
川　

一
颯
（
１

－

５
Ｈ
）

◆
第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

弓
道
競
技

○
遠
的
少
年
男
子

　

第
８
位

　

川
原　

孝
誠
（
３

－

７
Ｈ
）
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 【
ラ
イ
フ
ル
部
】

◆
令
和
７
年
度
高
知
県
高
等
学

　

校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
夏
季

　

選
手
権
大
会

○
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
少
年
男
子

　

立
射
60
発
競
技

　

第
１
位

　

尾
﨑
凜
太
朗
（
２

－

２
Ｈ
）

　

第
２
位

　

山
本　

朱
澪
（
２

－

２
Ｈ
）

　

第
３
位

　

伊
藤　

慎
悟
（
２

－

５
Ｈ
）

　

第
４
位

　

公
文　

大
智
（
２

－

２
Ｈ
）

　

第
６
位

　

麻
田
秦
之
介
（
２

－

６
Ｈ
）

○
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
少
年
女
子

　

立
射
60
発
競
技

　

第
５
位

　

高
橋　

瑠
里
（
２

－

１
Ｈ
）

○
ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
少
年
男
子

　

立
射
60
発
競
技

　

第
１
位

　

西
村　

奏
汰
（
２

－

７
Ｈ
）

○
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
少
年
男
子

　

立
射
60
発
競
技
団
体

　

第
１
位

　

尾
﨑
凜
太
朗
（
２

－

２
Ｈ
）

　

公
文　

大
智
（
２

－

２
Ｈ
）

　

山
本　

朱
澪
（
２

－
２
Ｈ
）

◆
令
和
７
年
度
高
知
県
高
等
学

　

校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
秋
季

　

選
手
権
大
会 

兼 

新
人
大
会

○
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
少
年
男
子

　

立
射
60
発
競
技

★
第
１
位

　

尾
﨑
凜
太
朗
（
２

－

２
Ｈ
）

★
第
２
位

　

山
本　

朱
澪
（
２

－

２
Ｈ
）

★
第
３
位

　

伊
藤　

慎
悟
（
２

－

５
Ｈ
）

★
第
８
位

　

公
文　

大
智
（
２

－

２
Ｈ
）

○
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
少
年
女
子

　

立
射
60
発
競
技

★
第
７
位

　

高
橋　

瑠
里
（
２

－

１
Ｈ
）

○
ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
少
年
男
子

　

立
射
60
発
競
技

★
第
４
位

　

西
村　

奏
汰
（
２

－

７
Ｈ
）

○
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
少
年
男
子

　

立
射
60
発
競
技
団
体

　

第
１
位

　

尾
﨑
凜
太
朗
（
２

－

２
Ｈ
）

　

山
本　

朱
澪
（
２

－

２
Ｈ
）

　

伊
藤　

慎
悟
（
２

－

５
Ｈ
）

○
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
少
年
女
子

　

立
射
60
発
競
技
団
体

　

第
３
位

　

高
橋　

瑠
里
（
２

－

１
Ｈ
）

　

大
野　

柚
寿
（
１

－

１
Ｈ
）

　

影
山　

結
美
（
１

－

３
Ｈ
）

★
四
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射

　

撃
競
技
新
人
大
会 

兼 

全
国

　

高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競

　

技
選
抜
大
会(

四
国
ブ
ロ
ッ
ク

　

予
選)

へ
の
出
場
権
獲
得

 【
水
泳
同
好
会
】

◆
第
76
回
四
国
高
等
学
校
選
手

　

権
水
泳
競
技
大
会
水
泳
競
技

　

の
部

○
女
子
５
０
ｍ
自
由
形

　

出
場

　

岡
村　

咲
希
（
２

－

４
Ｈ
）

○
女
子
１
０
０
ｍ
自
由
形

　

出
場

　

岡
村　

咲
希
（
２

－

４
Ｈ
）

◆
第
76
回
四
国
高
等
学
校
選
手

　

権
水
泳
競
技
大
会

○
水
球
競
技
の
部

　

第
１
位

　

有
藤　

友
作
（
２

－

３
Ｈ
）

◆
第
93
回
全
国
高
等
学
校
総
合

　

体
育
大
会

○
水
球
競
技
の
部

　

出
場

　

有
藤　

友
作
（
２

－

３
Ｈ
）

◆
第
48
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ

　

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
夏
季
水
泳

　

競
技
大
会

○
水
球
競
技
の
部

　

第
３
位

　

岡
村　

咲
希
（
２

－

４
Ｈ
）

◆
第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

水
泳(

水
球)

　

第
７
位

　

岡
村　

咲
希
（
２

－

４
Ｈ
）

　

出
場

　

有
藤　

友
作
（
２

－

３
Ｈ
）

◆
第
10
回
高
知
県
学
年
別
水
泳

　

競
技
大
会

○
女
子
５
０
ｍ
自
由
形

　

第
３
位

　

岡
村　

咲
希
（
２

－

４
Ｈ
）

令和７年度 後期生徒会執行部役員
役　　職

生 徒 会 長
副 会 長
文 化 部 長
体 育 部 長
交 流 推 進 部 長
交 通 自 治 部 長
保 健 美 化 部 長
広 報 伝 達 部 長
会 計 部 長
書 記
会計監査委員長

学年ホーム 
２年１Ｈ
２年６Ｈ
２年５Ｈ
２年４Ｈ
２年５Ｈ
２年３Ｈ
２年５Ｈ
２年１Ｈ
２年３Ｈ
１年１Ｈ
１年３Ｈ

氏　　　名
西 村 　 柊 雅
五 藤 　 衣 花
山 﨑 虎 太 郎
森 光 　 遥 翔
松 下 　 由 愛
大 麻 こ は る
吉 市 　 早 希
黒 石 　 怜 那
海 地 　 由 菜
中 平 　 侑 希
西 尾 　 萌 花

　

令
和
７
年
度

　
　

後
期
生
徒
会

　
　
　

執
行
部
役
員
決
定
！

　

十
一
月
十
九
日
㈬
、
令

和
七
年
度
後
期
生
徒
会
役

員
執
行
部
の
立
候
補
者
に

よ
る
立
会
演
説
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
選
挙

に
お
い
て
は
、
生
徒
会
長

は
三
名
、
副
会
長
は
二
名

に
よ
る
決
選
投
票
、
他
の

役
員
は
信
任
投
票
の
の

ち
、
役
員
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

生
徒
会
長
　
西
村
　
柊
雅

　

こ
の
度
、
生
徒
会
長
を
務
め

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
、
二
年

一
Ｈ
の
西
村
柊
雅
で
す
。
生
徒

の
皆
さ
ん
の
声
を
大
切
に
し
、

そ
れ
を
し
っ
か
り
と
形
に
す
る

こ
と
で
、
小
津
高
校
を
よ
り
活

気
あ
ふ
れ
る
学
校
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
生
徒
会
の
メ
ン
バ

ー
を
は
じ
め
、
生
徒
の
皆
さ
ん

や
先
生
方
の
ご
協
力
が
不
可
欠

で
す
。
伝
統
を
大
切
に
し
な
が

ら
新
し
い
風
も
取
り
入
れ
、
よ

り
良
い
小
津
高
校
を
築
け
る
よ

う
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

生
徒
会
長
あ
い
さ
つ
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小
津
高
校
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
長
か
っ
た
二
学
期
が
よ
う
や
く
終
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
今
年
も
暑
い
暑
い
夏
が
終
わ
っ
た
と
思
う
と
あ
っ
と
い
う
間
に
寒
く
な
り

ま
し
た
。
体
も
心
も
変
化
に
追
い
つ
か
な
い
ま
ま
冬
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

二
学
期
に
は
二
年
に
一
度
の
若
鳩
祭
が
開
催
さ
れ
、
日
常
と
は
異
な
る
雰
囲
気
の
生
徒

や
学
校
の
様
子
に
私
も
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
体
育
祭
が
終
わ
っ
た

途
端
に
い
つ
も
の
日
常
が
戻
り
、
み
な
さ
ん
の
切
り
替
え
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
心
し
て
い

ま
し
た
。
日
頃
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
必
要
と
さ
れ
る
「
切
り
替
え
る
力
」
を
み
な
さ

ん
は
ど
の
よ
う
に
育
ん
で
い
ま
す
か
。
高
校
生
活
の
中
で
は
、
勉
強
に
課
題
に
部
活
に
…

あ
れ
も
こ
れ
も
し
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な

時
に
お
勧
め
の
方
法
は
状
況
を
整
理
す
る
事
で
す
。
優
先
順
位
も
大
切
で
す
が
、
自
分
に

と
っ
て
取
り
組
み
や
す
い
も
の
を
探
す
こ
と
で
す
。
し
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
で
き

な
い
時
、
一
番
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
の
が
最
初
の
動
き
で
す
。
何
か
を
始
め
る
時
、
一
度

動
き
始
め
る
と
次
の
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
経
験
は
誰
に
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
最
初
に
一
番
し
ん
ど
い
こ
と
か
ら
で
は
な
く
、
こ
れ
な
ら
や
っ
て
も
い
い
か
な

と
思
え
る
も
の
か
ら
始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
繋
が
る
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
試
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

相
談
室
で
は
、
み
な
さ
ん
が
よ
り
よ
い
高
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
一
緒
に
考
え
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
気
軽
に
相
談
室
を
利
用
し
て
下
さ
い
。
ま
た
三
学
期
に
お
会
い
で
き

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
続
け
て
き
た
読
み
聞
か
せ
講
習
会
は
、
今
年
二
十
回
目

と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
し
て
講
習
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
、

保
育
園
読
み
聞
か
せ
実
習
で
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

講
習
会
は
、
七
月
十
八
日
㈮
一
学
期
終
業
式
の
午
後
、
「
絵
本
の

店　

コ
ッ
コ
・
サ
ン
」
の
店
長
・
森
本
様
に
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
開
始
後
す
ぐ
は
少
し
硬
め
の
雰
囲
気
で
、
照
れ
も
あ
っ
た

よ
う
で
し
た
が
、
森
本
様
の
明
る
い
笑
顔
に
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
に

体
を
動
か
し
た
り
声
を
出
し
た
り
す
る
う
ち
に
、
初
対
面
の
参
加
者

同
士
の
間
に
も
自
然
と
笑
顔
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
読
み
聞
か
せ

を
お
こ
な
う
に
当
た
っ
て
の
コ
ツ
や
注
意
点
な
ど
具
体
的
な
こ
と
も

教
わ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
、
「
気
持
ち
の
持
ち
よ
う
」
な
ど

を
学
べ
た
こ
と
が
、
参
加
者
た
ち
に
と
っ
て
強
く
印
象
に
残
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
実
習
当
日
の
七
月
三
十
日
㈬

は
天
候
に
恵
ま
れ
、
猛
暑
の
中
、
保
育
士
等

志
望
の
三
年
生
と
、
図
書
部
員
と
の
計
十
一

名
で
小
高
坂
保
育
園
ま
で
徒
歩
で
向
か
い
ま

し
た
。
直
前
の
練
習
で
は
、
緊
張
や
不
安
も

感
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
「
園
児
た
ち
に
楽
し

ん
で
も
ら
う
に
は
ま
ず
自
分
が
楽
し
む
こ
と

が
大
事
」
と
い
う
助
言
を
思
い
出
し
、
落
ち

着
き
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ど

の
グ
ル
ー
プ
も
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮

し
、
四
歳
児
ク
ラ
ス
、
五
歳
児
ク
ラ
ス
と
も

大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。
交
流
の
時
間
に

は
、
全
身
で
ぶ
つ
か
っ
て
く
る
園
児
た
ち
の

パ
ワ
ー
に
気
圧
さ
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら

も
、
そ
の
か
わ
い
ら
し
さ
に
ど
の
参
加
者
も

笑
顔
が
は
じ
け
て
い
ま
し
た
。
帰
っ
て
き
た

と
き
に
は
、
参
加
生
徒
全
員
の
顔
に
達
成
感

や
満
足
感
が
浮
か
ん
で
い
ま
し
た
。
お
つ
か

れ
さ
ま
で
し
た
。

保
育
園「
読
み
聞
か
せ
」実
習

保
育
園「
読
み
聞
か
せ
」実
習

（
12
時
00
分
～
17
時
30
分
）
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　悪天候により順延となったミニ体育
祭が９月２９日㈪に行われました。ミ
ニ体育祭ではパネル掲示や応援合戦な
どは行われませんが、各団・各学年に
よる熱戦が繰り広げられ、最後は学年
を越えて一致団結する姿に、大きな声
援が送られ、大体育祭に負けない盛り
上がりとなりました。

開会式

100ｍ走100ｍ走100ｍ走100ｍ走

100ｍ走100ｍ走100ｍ走100ｍ走

100ｍ走障害物競
走

障害物競
走

障害物競
走

100ｍ走園児と交
流

園児と交
流

園児と交
流

ムカデ競
走

ムカデ競
走

ムカデ競
走

タイヤ奪
い

タイヤ奪
い

タイヤ奪
い

綱 引 き綱 引 き綱 引 き

玉 入 れ玉 入 れ玉 入 れ

閉 会 式閉 会 式閉 会 式番 外 編番 外 編番 外 編

騎 馬 戦騎 馬 戦騎 馬 戦

行き先は
わからん

行き先は
わからん

行き先は
わからん

いなばの
ハト渡り

いなばの
ハト渡り

いなばの
ハト渡り

ホーム対
抗リレー

ホーム対
抗リレー

ホーム対
抗リレー

色別対抗
リレー

色別対抗
リレー

色別対抗
リレー

⑺ 令和７年１２月１８日 第１１１号高知小津高校通信



各ホーム・個人の企画各ホーム・個人の企画

　９月２０日㈯～２１㈰の日程で２年に一度の若鳩祭が開催されました。１日目は体育館で開会式、企画紹介を行っ
た後、文化部の発表を中心にした文化祭が始まりました。生徒会企画のスタンプラリーの効果も相まって、多くの生
徒が様々な企画場所を訪れました。２日目の飲食店には行列ができ、各ホームや文化部の企画も人で溢れ、２日間通
して約３,１００人もの来場者が訪れるほど大盛況となりました。この日に向けて準備した展示、発表などを行った文
化部等の団体はもちろん、各ホームで一から企画運営するという経験自体がそれぞれの成長に繋がると思いました。

爆食者の喜び(3-1H) 貢ちゃんも文代ちゃんも唸った
幻のからあげ！！うどんもあるよ～(3-2H)

一平より愛をこめて(3-4H) 閉鎖病院(3-5H)

ラウンドワンワン(1-1H) 縁日、はじめました。(1-3H) おいしいだけじゃだめですか？(1-4H)

制限の多い料理店(2-1H) Ozoo(2-2H) OZU神社(2-3H)

よねむーのトッポギアイランド(2-4H) 2-6′s Black Ace(2-6H) VS滉貴(2-7H)

令和７年１２月１８日 第１１１号　⑻高知小津高校通信



文化部活動の企画文化部活動の企画

開会式 華道部 茶道部

生物部 科学部 地学部

音楽部 フォークソング部 吹奏楽部

英語部 写真部 新聞部

書道部 漫画研究部 将棋囲碁部

⑼ 令和７年１２月１８日 第１１１号高知小津高校通信



　

本
校
は
令
和
六
年
度
か
ら
、

Ｓ
Ｓ
Ｈ
認
定
枠
の
指
定
を
受

け
、
こ
れ
ま
で
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
取

組
を
継
続
実
施
し
な
が
ら
、

『
地
域
で
活
躍
で
き
る
人
材

（
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー

タ
ー
）
の
育
成
』
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
六
月
以
降
に
実
施

さ
れ
た
Ｓ
Ｓ
Ｈ
活
動
の
様
子
を

中
心
に
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

●
Ｓ
Ｓ
Ｈ
課
題
研
究
活
動

◆
普
通
科　

総
合
的
な
探
究
の

　

時
間

○
ミ
ニ
課
題
研
究
(
一
年
)

　

一
年
生
は
、
六
月
二
十
日
㈮

か
ら
全
六
回
の
授
業
で
「
ミ
ニ

課
題
研
究
」
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

S
D
G
s

や
高
知
県
の
現
状
に
つ

い
て
の
講
演
会
で
得
ら
れ
た
グ

ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
の
視
点

を
ふ
ま
え
、
探
究
プ
ロ
セ
ス
を

実
践
す
る
活
動
で
し
た
。

　

問
い
の
立
て
方
等
を
高
知
県

に
関
す
る
グ
ラ
フ
を
用
い
な
が

ら
学
び
ま
し
た
。
夏
休
み
の
取

り
組
み
と
し
て
、
高
知
県
の
地

域
や
特
色
を
調
べ
、
そ
の
中
か

ら
課
題
を
発
見
し
て
問
い
や
仮

説
を
立
て
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と

共
有
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
立

て
た
問
い
を
、
す
ぐ
に
答
え
の

出
な
い
問
い
「
リ
サ
ー
チ
ク
エ

ス
チ
ョ
ン
」
に
昇
華
さ
せ
る
探

究
プ
ロ
セ
ス
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

ミ
ニ
課
題
研
究
を
通
し
て
、

二
年
生
に
な
っ
て
か
ら
取
り
組

む
課
題
研
究
に
お
い
て
求
め
ら

れ
る
「
課
題
の
発
見
」
「
情
報

収
集
」
「
情
報
整
理
・
分
析
」

「
ま
と
め
・
表
現
」
と
い
っ
た

力
の
基
礎
が
養
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
学
期
後
半
か
ら
は
、
地
域

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て

高
知
県
の
魅
力
や
課
題
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
く
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

○
課
題
研
究
進
捗
状
況
ク
ラ
ス　

発
表
会
(
二
年
)

　

十
月
二
十
八
日
㈫
、
普
通
科

二
年
生
は
、
課
題
研
究
進
捗
状

況
ク
ラ
ス
発
表
会
を
行
い
ま
し

た
。
今
年
は
中
学
生
の
体
験
入

学
と
同
日
に
発
表
会
を
し
ま
し

た
。
発
表
会
で
は
、
中
学
生
が

教
室
の
中
に
入
り
、
見
学
を
し

ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
自
分
の

研
究
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
以
外

の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
、
夏
休
み

に
行
っ
た
活
動
や
活
動
結
果
の

分
析
、
こ
の
分
析
結
果
を
受
け

て
今
後
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て

行
く
か
な
ど
に
つ
い
て
、
説
明

を
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
を
通

し
て
、
自
分
た
ち
の
研
究
内
容

を
整
理
し
な
お
し
た
り
、
多
く

の
人
か
ら
意
見
を
も
ら
っ
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次

回
以
降
は
、
一
月
の
発
表
会
に

向
け
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
作
成
す

る
活
動
に
入
り
ま
す
。

◆
Ｓ
Ｓ
Ｈ
生
徒
研
究
発
表
会

　
（
兵
庫
県
神
戸
国
際
展
示
場
）

　

八
月
六
日
㈬
、
七
日
㈭
に
、

兵
庫
県
神
戸
市 

神
戸
国
際
展
示

場
で
令
和
七
年
度
Ｓ
Ｓ
Ｈ
生
徒

研
究
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、
本

校
か
ら
は
生
物
分
野
の
「
土
佐

あ
か
う
し
の
ル
ー
メ
ン
発
酵
で

発
生
す
る
メ
タ
ン
を
減
少
さ
せ

る
物
質
の
探
索
」
が
代
表
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
催
一
日
目
は
、
各
校
の
ポ

ス
タ
ー
発
表
お
よ
び
審
査
が
行

わ
れ
、
他
校
の
生
徒
や
審
査
員

が
、
発
表
ブ
ー
ス
に
次
々
と
訪

れ
て
く
れ
ま
し
た
。
「
メ
タ
ン

が
減
る
こ
と
で
の
牛
へ
の
影
響

は
あ
る
の
か
」
な
ど
自
分
た
ち

に
は
無
か
っ
た
視
点
か
ら
の
質

問
を
受
け
た
こ
と
で
、
研
究
に

対
す
る
視
野
の
広
が
り
に
つ
な

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

開
催
二
日
目
は
、
代
表
校
に

よ
る
全
体
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
代
表
校
の
発
表
は
素
朴
な

疑
問
や
経
験
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
社
会
実
装
を
意
識
し
た
研

究
や
、
手
法
と
し
て
機
械
学
習

な
ど
を
上
手
く
取
り
入
れ
た
研

究
な
ど
、
夢
の
あ
る
研
究
ば
か

り
で
し
た
。

　

発
表
会
を
通
し
て
、
全
国
の

高
校
生
と
交
流
を
深
め
る
こ
と

も
で
き
、
充
実
し
た
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
第
二
十
七
回
中
国
・四
国
・九
州

　

地
区
理
数
科
高
等
学
校
課
題

　

研
究
発
表
大
会（
愛
媛
大
会
）

　

中
国
・
四
国
・
九
州
地
区
の

理
数
科
設
置
校
の
代
表
生
徒
が

一
堂
に
集
ま
り
、
課
題
研
究
の

成
果
を
発
表
す
る
大
会
で
す
。

今
年
度
は
愛
媛
県
西
条
市
で
の

開
催
で
し
た
。

　

本
校
か
ら
は
、
ス
テ
ー
ジ
部

門
に
「
浦
戸
湾
に
お
け
る
黒
い

津
波
の
発
生
と
そ
の
影
響
に
つ

い
て
」
（
地
学
分
野
）
が
代
表

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
昭
和

の
南
海
地
震
の
記
録
写
真
の
カ

ラ
ー
化
に
取
り
組
ん
だ
こ
と

や
、
高
知
県
内
初
と
な
る
水
中

ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
浦
戸
湾
の

潜
水
調
査
な
ど
に
つ
い
て
発
表

し
ま
し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
部
門
に
は
「
Ｎ
Ａ

Ａ
の
構
造
と
甘
味
の
関
係
に
つ

い
て
」
（
化
学
分
野
）
が
代
表

と
し
て
参
加
し
、
長
年
明
ら
か

に
で
き
て
い
な
い
、
Ｎ-

ア
セ
チ

ル-

ア
ス
パ
ル
テ
ー
ム
（
卒
業
生

が
合
成
し
た
化
合
物
）
の
結
晶

構
造
解
明
に
向
け
、
単
結
晶
の

生
成
に
取
り
組
ん
だ
過
程
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

研
究
発
表
を
通
し
て
、
自
分

た
ち
が
取
り
組
ん
で
き
た
課
題

研
究
の
「
面
白
さ
」
や
「
発
展

性
」
な
ど
に
も
改
め
て
気
づ
く

こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
「
人
生
で
一
番
緊

張
し
た
」
「
ヤ
バ
か
っ
た
。
体

の
震
え
が
止
ま
ら
ん
」
な
ど
の

感
想
を
漏
ら
す
生
徒
も
お
り
、

貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
こ
と
が

窺
え
ま
す
。

◆
理
数
科　

理
数
探
究
基
礎

○
ミ
ニ
課
題
研
究
Ⅱ
の
取
組　

　

(
一
年
)

令
和
七
年
度
Ｓ
Ｓ
Ｈ
活
動
の
概
要

ミニ課題研究に取り組む様子

ＳＳＨ生徒研究発表会の様子

会場での記念撮影

認定枠2年目
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一
年
生
理
数
科
で
は
、
理
数

探
究
基
礎
の
中
で
、
ミ
ニ
課
題

研
究
Ⅱ
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

二
学
期
は
、
物
理
・
化
学
・

生
物
・
地
学
・
数
学
の
各
分
野

に
分
か
れ
て
ミ
ニ
課
題
研
究
Ⅱ

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
二
年

生
か
ら
始
ま
る
課
題
研
究
に
向

け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
必

要
な
実
験
器
具
の
扱
い
方
や
仮

説
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
研

究
計
画
の
立
て
方
、
研
究
手
法

や
ス
ラ
イ
ド
発
表
の
仕
方
を
学

ん
で
い
ま
す
。

　

ミ
ニ
課
題
研
究
Ⅱ
へ
の
取
組

を
通
し
て
、
生
き
た
知
識
を
身

に
付
け
る
と
と
も
に
、
「
な
ぜ
」

と
い
う
疑
問
を
深
く
掘
り
下
げ

る
探
究
力
を
磨
い
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　
◆
理
数
科　

理
数
探
究

○
課
題
研
究
の
取
組
(
二
年
)

　

二
学
期
か
ら
は
二
年
生
の
課

題
研
究
活
動
が
本
格
的
に
始
ま

り
ま
し
た
。
現
在
、
物
理
二
・

化
学
三
・
生
物
二
・
数
学
一
・

地
一
・
総
合
二
の
全
十
一
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

高
知
工
科
大
学
の
探
究
サ
ポ

ー
ト
事
業
を
活
用
し
て
、
大
学

の
先
生
に
研
究
に
つ
い
て
相
談

に
乗
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
休
み

時
間
や
放
課
後
を
使
っ
て
担
当

教
員
に
相
談
を
し
た
り
、
先
行

研
究
の
調
査
や
実
験
に
取
り
組

ん
だ
り
と
、
各
グ
ル
ー
プ
が
頑

張
っ
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま

す
が
、
主
体
的
に
研
究
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
課
題
発
見
力
・

倫
理
的
思
考
力
・
協
働
す
る

力
・
情
報
収
集
力
・
情
報
発
信

力
な
ど
を
伸
ば
し
、
将
来
的
に

地
域
で
活
躍
で
き
る
人
材
（
リ

ー
ジ
ョ
ナ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
タ

ー
）
に
育
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

●
「
短
期
集
中
体
験
ゼ
ミ
」

◆
物
理
実
験
体
験
ゼ
ミ

　

七
月
二
十
五
日
㈮
の
午
後
、

高
知
大
学
朝
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
、
物
理
実
験
体
験
ゼ
ミ
を
実

施
し
ま
し
た
。
十
二
名
の
生
徒

が
参
加
し
、
高
知
大
学
の
加
藤

治
一
先
生
か
ら
超
伝
導
の
講
義

を
受
け
、
実
験
を
行
い
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
超
伝
導
に
つ
い
て

講
義
が
あ
り
、
実
験
の
ね
ら
い

や
概
要
、
理
論
な
ど
を
確
認
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
班
に
別

れ
、
Ｔ
Ａ
の
指
導
の
下
、
体
験

実
習
に
臨
み
ま
し
た
。
試
料
を

液
体
窒
素
で
冷
却
し
、
超
伝
導

体
の
性
質
を
観
察
し
ま
し
た
。

磁
石
に
対
し
て
完
全
反
磁
性
を

示
し
、
超
伝
導
体
が
浮
く
様
子

が
見
ら
れ
、
生
徒
達
は
興
味
深

く
観
察
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た

液
体
窒
素
を
用
い
た
実
験
で
は

空
気
中
の
酸
素
が
冷
や
し
て
液

体
に
な
る
と
水
色
に
な
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。
続
い
て
超

伝
導
体
の
温
度
を
下
げ
て
電
気

抵
抗
が
０
に
な
る
こ
と
を
確
か

め
る
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
の
ま
と
め
で
は
、
各
班

が
行
っ
た
実
験
の
結
果
に
つ
い

て
ま
と
め
て
発
表
し
ま
し
た
。

体
験
ゼ
ミ
終
了
後
、
参
加
生
徒

が
「
超
伝
導
の
仕
組
み
に
つ
い

て
さ
ら
に
深
く
学
び
た
い
と
思

っ
た
」
「
身
近
な
も
の
と
結
び

つ
け
な
が
ら
体
験
的
に
学
べ
て

良
か
っ
た
」
と
感
想
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

◆
Ａ
Ｉ
体
験
ゼ
ミ

　

八
月
三
十
日
㈯
に
、
Ａ
Ｉ
体

験
ゼ
ミ
を
実
施
し
ま
し
た
。
他

の
県
立
高
校
か
ら
も
多
く
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、

高
知
工
科
大
学
の
吉
田
真
一
教

授
で
、
Ａ
Ｉ
技
術
や
情
報
分
野

に
興
味
の
あ
る
高
校
生
に
対

し
、
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
指

導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

初
め
は
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
の
基

礎
的
な
知
識
の
確
認
を
し
、
現

在
注
目
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
の
内
容
を
実
際
の
デ

ー
タ
を
活
用
し
、
回
帰
分
析
や

散
布
図
の
作
成
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
講
義
後
半
は
ニ
ュ
ー
ラ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
デ
ィ
ー
プ

ラ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
基
本
知

識
を
学
習
す
る
と
と
も
に
、
顔

認
識
ソ
フ
ト
を
利
用
し
て
Ａ
Ｉ

の
正
確
さ
や
不
確
か
さ
を
体
験

し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
が
発

信
し
た
単
語
を
収
集
し
、
Ａ
Ｉ

が
そ
れ
ら
の
単
語
を
繋
ぎ
合
わ

せ
、
曲
を
作
成
す
る
と
い
う
技

術
も
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
様
々
な
場
所
で
使
わ
れ

て
い
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
事
例
を
聞

く
こ
と
に
よ
り
、
興
味
・
関
心

を
深
め
、
貴
重
な
体
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
◆
科
学
巡
検
体
験
ゼ
ミ

　

十
月
二
十
五
日
㈯
、
二
十
六

日
㈰
に
、
土
佐
清
水
ジ
オ
パ
ー

ク
を
中
心
に
四
国
太
平
洋
側

（
黒
潮
町
、
四
万
十
市
、
土
佐

清
水
市
）
の
自
然
や
そ
の
地
質

の
形
成
過
程
お
よ
び
地
域
の
人

た
ち
と
の
関
り
を
考
え
る
科
学

巡
検
体
験
ゼ
ミ
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

初
日
の
黒
潮
町
土
佐
佐
賀
で

は
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
を
見
学

す
る
と
と
も
に
地
域
の
方
々
が

自
ら
で
き
る
こ
と
を
考
え
実
践

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。
ま
た
入
野
で
は
、
安

政
の
地
震
発
生
当
時
の
様
子
が

描
か
れ
た
入
野
加
茂
神
社
震
災

碑
の
見
学
や
黒
潮
町
役
場
の
防

災
担
当
の
方
か
ら
黒
潮
町
の
防

災
に
対
す
る
取
り
組
み
の
説
明

を
受
け
る
こ
と
で
、
災
害
対
策

に
対
す
る
意
識
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

ｐＨと色素の関係について

実験道具の作成の様子

試薬調整の様子

温度を下げて超伝導を確認する実験

回帰分析の演習の様子
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土
佐
清
水
市
竜
串
地
区
で
は
、

地
震
津
波
の
様
子
が
わ
か
る
堆

積
岩
や
生
痕
化
石
の
観
察
を
行

い
ま
し
た
。
足
摺
海
洋
館
で

は
、
特
に
高
知
県
に
関
わ
る
生

物
の
展
示
に
尽
力
し
て
お
り
、

本
県
の
自
然
の
恵
み
を
実
感
す

る
と
と
も
に
環
境
保
全
の
意
識

も
高
ま
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
土
佐
清
水
市
松
尾

地
区
で
は
、
漁
業
が
栄
え
た
文

化
や
自
然
の
様
子
、
足
摺
岬
で

は
、
火
成
岩
の
特
徴
的
な
組
織

を
観
察
し
、
四
国
南
西
地
域
の

地
質
形
成
過
程
に
つ
い
て
詳
し

く
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
乾
燥
や
潮
風
に

強
い
海
岸
性
の
植
物
を
観
察

し
、
四
国
南
西
地
域
の
特
徴
的

な
植
生
に
つ
い
て
も
学
習
し
ま

し
た
。
こ
の
地
域
の
方
々
は
、

今
の
自
然
の
状
態
を
残
す
た

め
、
様
々
な
機
関
と
連
携
し
環

境
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
も
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
巡
検
を
通
し
て
、
四

国
南
西
地
域
の
自
然
や
暮
ら
し

に
つ
い
て
よ
り
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
化
学
実
験
体
験
ゼ
ミ

　

十
月
二
十
五
日
㈯
高
知
大
学

理
工
学
部
で
、
化
学
実
験
体
験

ゼ
ミ
を
行
い
ま
し
た
。
化
学
生

命
理
工
学
科
の
今
村
和
也
先
生

指
導
の
下
、
「
触
媒
に
よ
る
色

素
の
合
成
」
実
験
を
行
い
ま
し

た
。
異
な
る
酸
触
媒
（
陽
イ
オ

ン
交
換
膜
、
ゼ
オ
ラ
イ
ト
、
硫

酸
）
を
用
い
る
こ
と
で
、
目
的

物
で
あ
る
フ
ル
オ
レ
セ
イ
ン
の

合
成
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出

る
の
か
を
体
験
的
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
反
応

が
進
む
の
を
待
つ
間
は
「
光
触

媒
の
超
親
水
化
」
に
つ
い
て
の

講
義
を
受
け
ま
し
た
。
光
触
媒

に
つ
い
て
の
話
、
身
の
回
り
で

の
活
用
法
、
そ
れ
に
至
る
ま
で

の
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
の
過
程
な

ど
、
少
し
難
し
い
内
容
で
し
た

が
、
非
常
に
興
味
深
い
内
容
で

し
た
。
特
に
、
「
い
つ
役
に
立

つ
か
分
か
ら
な
い
」
の
が
研
究

で
、
根
気
強
く
継
続
す
る
こ
と

が
大
事
だ
と
学
び
ま
し
た
。
ま

た
、
研
究
を
す
る
う
え
で
、

【
強
み
を
強
み
に
、
弱
み
を
弱

み
に
】
と
い
う
意
識
を
も
つ

と
、
研
究
の
独
自
性
が
生
ま
れ

や
す
い
と
い
う
お
話
は
、
と
て

も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
今
村

先
生
は
、
高
校
生
の
う
ち
に
、

ぜ
ひ
校
外
の
活
動
に
積
極
的
に

参
加
し
て
、
自
分
の
視
野
を
広

げ
て
ほ
し
い
と
仰
っ
て
い
ま
し

た
。

　

長
時
間
の
内
容
で
し
た
が
、

難
し
い
な
が
ら
も
実
験
を
楽
し

み
、
大
学
生
や
大
学
院
生
と
も

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、

将
来
の
進
路
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
た
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

●
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

◆
瀬
戸
大
橋
に
て
、巨
大
建
築
構

　
造
物
の
見
学
実
習

　（
理
数
科
二
年
）

　

十
月
二
十
四
日
㈮
に
、
香
川

県
に
あ
る
瀬
戸
大
橋
記
念
館
と

与
島
Ｐ
Ａ
内
で
サ
イ
エ
ン
ス
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

記
念
館
で
は
、
瀬
戸
大
橋
建

設
の
肝
で
あ
っ
た
ケ
ー
ソ
ン
設

置
の
海
中
大
工
事
に
つ
い
て
、

実
際
に
使
用
し
た
機
械
や
実
物

模
型
な
ど
の
展
示
を
見
な
が
ら

深
く
学
び
ま
し
た
。
与
島
Ｐ
Ａ

で
は
瀬
戸
大
橋
を
実
際
に
見
な

が
ら
、
本
州
四
国
連
絡
高
速
道

路
の
職
員
の
方
か
ら
橋
の
概
要

や
そ
の
管
理
・
維
持
方
法
な
ど

を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
通
常
は
入
る
こ

と
の
で
き
な
い
ア
ン
カ
レ
イ
ジ

内
に
入
り
、
瀬
戸
大
橋
の
建
設

手
順
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
を
使
っ

て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
●
そ
の
他

◆
理
数
拠
点
校
と
し
て
の
科
学
　

推
進
進
事
業「
中
学
生
科
学
実
　

験
講
座
」

　

八
月
三
日
㈰
に
、
「
中
学
生

科
学
実
験
講
座
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
年
度
は
化
学
分
野
と

物
理
・
地
学
分
野
の
二
講
座
で

実
施
し
ま
し
た
。

　

化
学
分
野
で
は
、
イ
チ
ゴ
・

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
・
バ
ナ
ナ
の
香

り
を
も
つ
エ
ス
テ
ル
の
合
成
実

験
で
、
高
校
化
学
の
内
容
に
つ

い
て
体
験
し
ま
し
た
。
物
理
・

地
学
分
野
で
は
、
楽
器
や
地
震

の
揺
れ
に
つ
い
て
調
べ
る
中
で

規
則
性
な
ど
を
発
見
す
る
体
験

を
し
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
講
座
も
実
験
を
通

し
て
体
験
的
に
学
ぶ
こ
と
で
、

科
学
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を

高
め
る
機
会
に
し
て
い
た
だ
け

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

来
年
度
以
降
も
実
施
し
て
い
く

予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の

中
学
生
に
参
加
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

＊
Ｓ
Ｓ
Ｈ
活
動
の
様
子
は
、
本
校
Ｈ

　

Ｐ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

白山洞門にて

今村先生の講話を受ける様子光触媒反応が起こる様子

音と振動についての実験の様子 香りのある分子の合成実験の様子

与島ＰＡでの研修の様子
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ＰＴＡの 活 動 報 告

〇
日　

時　

令
和
７
年
11
月
16
日
㈰

　
　
　
　
　

９
：
20
～
12
：
00

〇
場　

所　

高
知
小
津
高
等
学
校
体
育
館
１
Ｆ
柔
道
場

〇
参
加
者　

23
名
(
保
護
者
等
12
名
、
生
徒
９
名
、
教
員
２
名
)

〇
研
修
内
容　

講
師
：
日
本
赤
十
字
社
高
知
県
支
部　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
推
進
課　

田
村
憲
嗣
さ
ん

・
人
形
を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生
法
の
体
験
実
習

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
の
実
習

・
三
角
巾
を
使
用
し
た
止
血
法
や
腕
の
つ
り
方

・
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク　

も
や
い
結
び
な
ど

Ｐ
Ｔ
Ａ
秋
の
研
修
行
事

《
救
命
救
急
法
》
報
告

《
研
修
に
参
加
さ
れ
た
方
の
感
想
》

・
実
際
に
機
械
や
人
形
を
使
っ
て
体
験
で
き
た
の
で
理
解
が
深
ま
っ
た
。

・
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
を
、
笑
い
を
交
え
て
教
え
て
く
れ
た
講
師
の
田
村
さ
ん
が

　

面
白
か
っ
た
。

・
緊
急
時
に
落
ち
着
い
て
対
応
で
き
る
よ
う
に
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し

　

た
い
と
思
い
ま
す
。

・
ロ
ー
プ
が
う
ま
く
結
べ
た
時
は
達
成
感
と
喜
び
を
感
じ
た
。

・
緊
急
時
は
身
近
な
物
を
使
っ
て
色
々
と
対
応
出
来
る
こ
と
を
知
っ
た
。

・
救
急
隊
員
が
到
着
す
る
ま
で
の
時
間
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
一
人
で
す
る

　

の
は
無
理
だ
と
実
感
し
た
。
沢
山
の
人
が
講
習
を
受
け
て
出
来
る
よ
う
に

　

な
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
た
。

・
子
ど
も
は
中
学
校
の
時
に
講
習
を
受
け
て
い
て
少
し
自
信
が
あ
っ
た
よ
う

　

で
す
が
、
実
際
は
「
よ
う
せ
ん
！
」
と
言
っ
て
い
た
の
で
再
確
認
出
来
て

　

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

・
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
も
自
衛
隊
の
体
験
で
教
え
て
貰
っ
た 

と
言
っ
て
い
ま
し
た 

 
 

　

が
全
然
で
き
な
く
て
、
繰
り
返
し
や
っ
て
習
得
す
る
事
が
必
要
だ
と
感
じ

　

ま
し
た
。

　

と
っ
さ
の
時
に
動
け
る
よ
う
な
人
に
な
れ
る
様
に
、
又
こ
の
よ
う
な
機
会

　

が
あ
れ
ば
参
加
し
て
経
験
を
積
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

・
以
前
消
防
で
研
修
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
消
防(

救
急)

の
方
よ

　

り
、
詳
し
く
説
明
を
し
て
頂
い
た
と
思
い
ま
す
。

・
参
加
者
が
少
し
少
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
し
た

　

が
来
年
以
降
は
学
校
側
と
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
え

　

ば
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
早
め
に
し
て
も
良
い
か
と

　

思
い
ま
し
た
。

・
人
の
命
を
救
う
難
し
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ロ

　

ー
プ
ワ
ー
ク
は
難
し
か
っ
た
け
ど
で
き
た
時
め

　

っ
ち
ゃ
嬉
し
か
っ
た
。
受
講
し
て
よ
か
っ
た
。

・
受
講
す
る
前
、
二
時
間
半
の
講
習
は
「
長
い
な
」

　

と
思
い
ま
し
た
が
、
面
白
く
て
あ
っ
と
い
う
間
で

　

し
た
。

　

今
回
の
講
習
が
学
校
の
授
業
で
も
あ
れ
ば
い
い
の

　

に
、
と
思
い
ま
し
た
。

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
場
所
を
聞
か
れ
た
時
に
、
先
生
だ
け

　

で
な
く
、
生
徒
さ
ん
も
サ
ッ
と
答
え
て
い
た
の

　

を
見
て
、
普
段
か
ら
防
災
意
識
を
持
つ
よ
う
に

　

生
徒
を
指
導
さ
れ
て
い
る
ん
だ
な
、
と
感
動
し

　

ま
し
た
！
又
、
来
て
間
も
な
い
人
達
、
誰
も
が

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
置
い
て
あ
る
場
所
が
分
か
る
よ
う
な

　

張
出
が
要
所
に
あ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

・
職
業
柄
何
度
も
受
け
て
い
る
講
習
で
す
が
、
毎

　

回
更
新
さ
れ
て
い
っ
て
い
る
の
で
、
自
分
も
更

　

新
し
て
古
く
な
ら
な
い
よ
う　

に
！
忘
れ
な
い

　

た
め
に
も
、
機
会
が
あ
っ
た
ら
受
講
し
た
い
な

　

と
思
い
ま
す
。

・
今
回
の
研
修
に
、
息
子
と
一
緒
に
受
講
す
る
事

　

が
出
来
ま
し
た
。
息
子
に
大
切
な
人
が
出
来
た

　

時
、
誰
か
が
助
け
が
必
要
な
時
、
私
が
助
け
て

　

欲
し
い
時
！
に
は
助
け
る
術
と
心
構
え
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
い
つ
も

　

「
人
を
助
け
る
事
が
出
来
る
人
に
な
り
た
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
の
で
、
一

　

歩
な
り
た
い
自
分
に
近
づ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
本
当
に

　

感
謝
で
す
！

　

今
回
の
研
修
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
日
赤
・
田
村
講
師
、
山
中
先
生
、
研

修
部
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

⒀ 令和７年１２月１８日 第１１１号高知小津高校通信
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グ
ロ
ー
バ
ル
ト
ー
ク
Ｏ
Ｚ
Ｕ

～
異
文
化
・
国
際
交
流
会
～

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
国
際
委
員
会
）

　

八
月
二
十
日
㈬
、
本
校
に
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ト
ー
ク
Ｏ
Ｚ
Ｕ
～
異
文

化
・
国
際
交
流
会
～
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
龍
馬
学
園
で
日
本
語
を

勉
強
中
の
留
学
生
を
五
名
お
招
き
し
て
、
自
己
紹
介
を
し
て
い
た
だ
い

た
の
ち
に
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
今
回

は
、
一
年
生
普
通
科
の
行
事
と
日
程
が
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
生

徒
の
参
加
が
十
名
と
例
年
よ
り
少
な
い
参
加
数
と
な
り
ま
し
た
が
、
四

名
の
保
護
者
等
の
方
も
交
流
の
輪
に
加
わ
っ
て
く
だ
さ
り
、
活
発
に
交

流
が
な
さ
れ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
終
了
後
に
は
、
「
日
本

と
の
違
い
を
た
く
さ
ん
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」
や

「
異
な
る
文
化
を
知
る
こ
と
で
考
え
方
や
視
点
が
広
が
る
な
と
感
じ

た
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
参
加
者
に
と
っ
て
充
実
し
た
時
間
と
な

っ
た
よ
う
で
す
。

　

十
一
月
八
日
㈯
十
四
時
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
一
年
学
年
委
員
会
主
催
で
学
校
探
検
ツ
ア
ー
が
開

催
さ
れ
、
保
護
者
二
十
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
二
班
に
分
か
れ
て
、
本
校
教
員
の
案
内

の
も
と
校
内
を
探
検
し
ま
し
た
。
西
館
、
保
存
棟
、
芸
術
棟
を
回
り
、
生
徒
達
が
日
頃
授

業
や
部
活
動
で
利
用
し
て
い
る
教
室
を
見
学
し
た
り
、
校
史
資
料
室
で
は
小
津
高
校
の
歴

史
に
触
れ
た
り
し
ま
し
た
。
生
徒
が
学
習
を
し
た
り
部
活
動
を
し
た
り
し
て
い
る
様
子
も

見
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
の
お
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
校
探
検
ツ
ア
ー
終
了

後
は
自
由
に
部
活
動
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
部
活
動
見
学
と
並
行
し
て
茶
話
会
も
行
わ
れ
、
十
四
名
の
保
護
者
と
教
員
七
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
学
校
や
家
庭
で
の
生
徒
の
様
子
を
共
有
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
の
垣
根
を
越
え
て
、
参
加
者
同
士
が
先
生
方
も
交
え
て
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気

の
な
か
で
話
を
し
、
ク
ラ
ス
や
家
庭
で
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
や
、
親
と
し
て
の
思
い
を

分
か
ち
合
う
な
ど
、
お
互
い
の
こ
と
を
良
く
知
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
度
以
降
も
是
非
続
け
て
開
催
し
た
い
も
の
で
す
。

　

十
月
二
十
二
日
㈬
の
朝
の
通
勤
、
通
学
の
時
間
帯
に
、

秋
の
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
校

の
各
ホ
ー
ム
の
前
期
交
通
自
治
委
員
の
生
徒
を
は
じ
め
、

高
知
警
察
署
、
交
通
安
全
協
会
高
知
支
部
の
方
々
が
参
加

し
、
本
校
か
ら
は
六
名
の
育
成
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま

た
、
高
知
丸
の
内
高
校
か
ら
一
名
の
育
成
員
が
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。
小
津
高
校
に
集
合
し
た
後
、
附
属
小
学
校

南
側
の
交
差
点
に
移
動
し
、
雨
の
降
る
中
、
生
徒
た
ち
が

中
心
に
な
っ
て
、
信
号
待
ち
の
自
転
車
や
歩
行
者
に
交
通

安
全
の
声
が
け
と
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
啓
発
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

秋
の
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施　
　
　

生
活
委
員
会

一
年
学
年
委
員
会
主
催

「
学
校
探
検
ツ
ア
ー
＆
部
活
動
見
学
＆
茶
話
会
」

一
年
学
年
委
員
会
主
催

「
学
校
探
検
ツ
ア
ー
＆
部
活
動
見
学
＆
茶
話
会
」

一
年
学
年
委
員
会
主
催

「
学
校
探
検
ツ
ア
ー
＆
部
活
動
見
学
＆
茶
話
会
」



Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
松
本
　
憲
誠

　

全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
三
重
大
会
が
八
月
二
十
一
日
㈭
、
二
十
二

日
㈮
の
二
日
間
、
三
重
県
津
市
で
開
催
さ
れ
、
総
務
部
長
の
植
村
先
生
と
と

も
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
大
会
前
日
に
県
高
Ｐ
連
の
佐
竹
会
長
ら
と
空

路
、
バ
ス
を
利
用
し
、
ま
ず
、
名
古
屋
市
に
あ
る
ト
ヨ
タ
産
業
技
術
記
念
館

を
訪
れ
ま
し
た
。
ト
ヨ
タ
と
い
え
ば
日
本
の
自
動
車
産
業
を
け
ん
引
し
て
き

た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
繊
維
産
業
に
お
い
て
も
功
績
は
大
き
く
、

な
か
で
も
明
治
時
代
に
開
発
さ
れ
た
、
動
力
を
空
費
せ
ず
広
幅
の
布
を
静
か

に
製
織
で
き
る
環
状
織
機
を
目
の
当
た
り
に
し
た
際
に
は
、
殖
産
興
業
の
旗

印
の
も
と
、
日
本
の
産
業
近
代
化
に
情
熱
を
捧
げ
た
技
術
者
た
ち
の
息
吹
を

感
じ
ま
し
た
。
次
に
三
重
県
の
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
こ
は

レ
ー
シ
ン
グ
コ
ー
ス
だ
け
で
な
く
、
遊
園
地
と
一
体
化
し
た
レ
ジ
ャ
ー
施
設

と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
日
で
し
た
が
、
家
族
連
れ
で
楽
し
む
姿
が
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
や
は
り
何
と
言
っ
て
も
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
と
い
え
ば

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
聖
地
で
す
。
八
十
年
代
末
か
ら
九
十
年
代
と
鈴
鹿
で

の
Ｆ
１
日
本
Ｇ
Ｐ
に
胸
を
熱
く
し
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
サ

ー
キ
ッ
ト
の
ス
タ
ン
ド
に
入
る
と
、
ア
イ
ル
ト
ン
・
セ
ナ
と
ア
ラ
ン
・
プ
ロ

ス
ト
が
爆
音
を
鳴
ら
し
て
迫
っ
て
く
る
！
一
瞬
、
そ
ん
な
気
に
さ
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
出
雲
大
社
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
こ
は
誰
も
が
知
る
神
社

で
す
。
夕
刻
と
も
相
ま
っ
て
境
内
は
と
て
も
静
か
で
心
落
ち
着
く
雰
囲
気
で

し
た
。
敷
地
内
を
す
べ
て
周
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
歩
み
を
進

め
る
ご
と
に
日
頃
の
雑
踏
か
ら
解
放
さ
れ
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。

　

明
け
て
大
会
初
日
は
、
津
市
・
産
業
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
全
体

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
に
あ
た
り
三
重
県
立
四
日
市
商
業
高
校
の
ギ

タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
部
と
三
重
県
立
相
可
高
校
食
物
調
理
科
か
ら
、
日
頃
の

活
動
成
果
が
実
演
と
映
像
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
発
表
も
軽
快
で

素
晴
ら
し
く
、
会
場
全
体
が
ス
テ
ー
ジ
に
釘
付
け
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
開
会
行
事
と
全
国
高
Ｐ
連
関
係
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
後
、
四
つ
の
会

場
に
分
か
れ
て
分
科
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
が
参
加
し
た
第
三
分
科
会

で
は
、
テ
レ
ビ
番
組
や
舞
台
な
ど
の
脚
本
と
演
出
を
手
掛
け
る
國
友
尚
氏
か

ら
「
Ａ
Ｉ
時
代
に
お
け
るW

e
l
l
-
B
e
i
n
g

」
と
い
う
演
題
で
講
演
を
い
た
だ

き
、
そ
の
後
、
講
演
を
受
け
て
有
識
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
進
路
や
キ
ャ
リ
ア
に
お
い
て
正
解
が
見
え

な
い
こ
の
時
代
に
、
自
身
が
ど
の
よ
う
な
環
境
下
に
お
い
て
もW

e
l
l
-
B
e
i
n
g

で
あ
る
た
め
に
ど
う
在
る
べ
き
か
を
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
、
多
種
多
様
な

考
え
方
の
そ
の
ど
れ
も
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
教
わ
り
ま
し

た
。

　

大
会
二
日
目
の
全
体
会
は
初
日
と
同
じ
会
場
で
、
井
村
屋
株
式
会
社
会
長

の
中
島
伸
子
氏
の
記
念
講
演
で
し
た
。
北
陸
ト
ン
ネ
ル
火
災
事
故
で
の
凄
惨

な
体
験
か
ら
夢
を
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
こ
と
、
職
場
で
女
性
蔑
視

の
強
か
っ
た
時
代
に
逆
境
と
格
闘
し
、
そ
し
て
経
営
者
に
ま
で
な
っ
た
こ

と
、
働
き
な
が
ら
子
育
て
に
奮
闘
し
て
き
た
こ
と
等
、
紆
余
曲
折
の
人
生
か

ら
学
び
、
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
活
か
し
て
い
る
こ
と
を
静
か
に
語
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
静
か
な
口
調
か
ら
は
重
厚
な
人
生
経
験
に
裏
打

ち
さ
れ
た
確
か
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
先
行
き
不
透
明
な
こ
れ
か
ら
の

時
代
に
お
い
て
、
ど
こ
に
軸
足
を
据
え
て
人
生
を
送
る
べ
き
な
の
か
、
そ
し

て
子
ど
も
達
の
成
長
を
ど
う
導
い
て
い
く
べ
き
な
の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
き
た
活
動
を
大
切

に
し
つ
つ
、
子
ど
も
達
や
時
代
の
変
化
に
順
応
し
た
活
動
を
検
討
し
て
い
く

必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
、
今
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を

さ
ら
に
活
発
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
七
十
四
回
全
国
高
Ｐ
連
三
重
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
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今
年
も
残
す
と
こ
ろ
約
二
週
間
と

な
り
ま
し
た
。
一
月
十
七
日
㈯
、

十
八
日
㈰
に
は
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
（
以
下
、
共
通
テ
ス
ト
）
が

実
施
さ
れ
、
大
学
入
試
も
本
番
を

迎
え
ま
す
。
本
年
度
、
本
校
か
ら

は
二
四
〇
名
の
生
徒
が
共
通
テ
ス

ト
に
出
願
し
て
い
ま
す
。
先
週
末

に
は
共
通
テ
ス
ト
本
番
と
同
様
の

日
程
で
予
行
演
習
を
実
施
し
、
受

験
勉
強
は
い
よ
い
よ
大
詰
め
を
迎

え
て
い
ま
す
。
全
国
で
も
約
四
十

九
万
人
の
受
験
生
が
出
願
し
、
目

前
に
迫
っ
た
試
験
に
向
け
て
追
い

込
み
を
か
け
て
い
ま
す
。
ま
ず
は

体
調
管
理
に
努
め
な
が
ら
、
最
後

の
最
後
ま
で
全
力
を
尽
く
し
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
三
年
生
の
皆
さ
ん
が
受

験
す
る
二
〇
二
六
年
度
入
試
は
、

新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
教
育

課
程
で
学
ん
だ
皆
さ
ん
が
、
経
過

措
置
な
し
に
臨
む
最
初
の
入
試
と

な
り
、
二
〇
二
五
年
度
入
試
で
導

入
さ
れ
た
共
通
テ
ス
ト
の
教
科
・

科
目
の
変
更
が
、
全
面
的
に
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
番

直
前
の
今
、
不
安
や
緊
張
を
感
じ

る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
こ
の
時
期
こ
そ
、
こ
れ
ま
で

の
努
力
が
実
を
結
び
、
最
も
成
績

が
伸
び
る
「
勝
負
の
時
期
」
で
あ

る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
冬
季
休
業
中
は
、
ま
と
ま
っ

た
時
間
を
確
保
し
、
勉
強
に
集
中

で
き
る
最
後
の
貴
重
な
機
会
で

す
。
今
や
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

の
学
習
内
容
を
「
総
ざ
ら
い
」
す

る
こ
と
で
す
。
新
し
い
問
題
集
に

手
を
ひ
ろ
げ
る
の
は
も
う
終
わ
り

に
し
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き

た
努
力
を
、
本
番
で
確
実
に
点
数

に
結
び
つ
く
力
に
変
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
過
去
問
や
模
擬
試
験
を

徹
底
的
に
復
習
し
、
こ
れ
ま
で
間

違
え
た
問
題
や
苦
手
だ
と
感
じ
て

い
る
分
野
に
集
中
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
時
間

配
分
を
身
体
で
覚
え
る
こ
と
も
重

要
で
す
。
共
通
テ
ス
ト
形
式
の
模

擬
試
験
や
過
去
問
は
必
ず
時
間
を

測
っ
て
解
く
こ
と
で
「
ど
の
科
目

に
ど
れ
く
ら
い
時
間
を
か
け
る

か
」
を
体
感
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
制
限
時
間
内
に
解
き
き
る
感

覚
、
残
り
時
間
の
感
覚
が
、
本
番

の
落
ち
着
き
と
正
確
な
判
断
に
繋

が
り
ま
す
。
悔
い
の
残
ら
な
い
よ

う
、
志
望
校
合
格
に
向
け
て
最
大

限
の
努
力
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

一
方
、
一
・
二
年
生
の
皆
さ
ん

は
、
目
の
前
の
勉
強
に
し
っ
か
り

取
り
組
む
と
と
も
に
、
ぜ
ひ
、
一

年
後
、
二
年
後
の
自
分
を
想
像
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
受
験
は
基
礎

力
が
勝
負
で
あ
り
、
日
々
の
授
業

の
予
習
復
習
を
確
実
に
行
う
こ
と

が
最
強
の
対
策
と
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
三
年
生
に
な
っ
た
と
き

に
、
総
合
型
選
抜
や
学
校
推
薦
型

選
抜
だ
け
で
な
く
、
一
般
選
抜
で

も
、
高
校
生
活
で
培
っ
た
力
や
、

大
学
で
の
専
門
的
な
学
び
に
向
け

て
、
ど
の
よ
う
な
準
備
を
し
て
き

た
か
を
自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る

力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
時
間
的
に

余
裕
の
あ
る
冬
季
休
業
中
に
、
志

望
大
学
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
内

容
や
、
学
問
分
野
に
つ
い
て
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
大

学
受
験
に
は
受
験
料
に
加
え
て
、

交
通
費
や
宿
泊
費
、
合
格
し
た
場

合
の
入
学
金
等
が
必
要
と
な
り
、

費
用
面
の
検
討
も
重
要
で
す
。
こ

の
機
会
を
利
用
し
て
、
進
路
に
つ

い
て
、
保
護
者
の
方
と
も
十
分
に

話
し
合
い
、
準
備
を
始
め
て
く
だ

さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
入
試

本
番
と
な
る
冬
は
例
年
、
感
染
症

が
流
行
す
る
季
節
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
努
力
を
本
番
で

十
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
体

調
を
崩
さ
な
い
こ
と
が
絶
対
条
件

で
す
。
心
と
身
体
の
状
態
を
安
定

さ
せ
る
こ
と
が
そ
の
第
一
歩
で

す
。
「
健
康
管
理
も
入
試
科
目
の

一
つ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
質

の
良
い
睡
眠
、
栄
養
の
あ
る
食

事
、
そ
し
て
時
に
は
軽
い
運
動
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
時
間
も
大
切

に
し
、
規
則
正
し
い
毎
日
を
送
り

ま
し
ょ
う
。
三
年
生
の
皆
さ
ん
の

ご
健
闘
を
心
よ
り
応
援
し
て
い
ま

す
。
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
駆
け
抜

け
、
最
高
の
笑
顔
で
春
を
迎
え
ま

し
ょ
う
。

冬
来
り
な
ば
春
遠
か
ら
じ

冬
来
り
な
ば
春
遠
か
ら
じ

　

今
号
で
は
若
鳩
祭
や
ミ
ニ
体

育
祭
な
ど
の
行
事
を
中
心
に
掲

載
し
ま
し
た
。
中
で
も
、
二
年

に
一
度
の
若
鳩
祭
に
は
、
二
日

間
で
、
約
三
千
百
人
も
の
方
が

訪
れ
て
く
だ
さ
り
大
盛
況
と
な

り
ま
し
た
。
生
徒
の
み
な
さ
ん

や
保
護
者
等
の
方
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
小
津
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な

ど
様
々
な
方
の
ご
協
力
に
よ

り
、
盛
大
な
行
事
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

受
験
シ
ー
ズ
ン
も
到
来
し
、

追
い
込
み
の
時
期
に
入
っ
て
い

ま
す
が
、
く
れ
ぐ
れ
も
健
康
に

ご
留
意
の
う
え
、
有
意
義
な
冬

休
み
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

１
月
８
日
㈭　

始
業
式

　

一
・
二
年
生
課
題
テ
ス
ト

１
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

　
　

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

１
月
26
日
㈪
～
１
月
30
日
㈮

　
　
　
　

一
年
生
修
学
旅
行

１
月
30
日
㈮

　
　
　
　
　

二
年
生
錬
歩
会

２
月
19
日
㈭
～
26
日
㈭

　
　
　
　
　
　

学
年
末
試
験

２
月
27
日
㈮　

卒
業
式
予
行

３
月
１
日
㈰　
　
　

卒
業
式

３
月
19
日
㈭　
　
　

終
業
式

24
名

13
名

21
名

https://www.kochinet.ed.jp/ozu-h/
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